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２００７ 道研ＥＳＬセミナー受講メモ

１ Ｐａｔｔｅｒｎ
（全て で提示）color sheet & Picture

Ｒｅｄ ｙｅｌｌｏｗ ｂｌａｃｋ ＆ ｗｈｉｔｅ Ｓｔａｎｄ ｕｐ
Ｒｅｄ ｙｅｌｌｏｗ ｂｌａｃｋ ＆ ｗｈｉｔｅ Ｓｉｔ ｄｏｗｎ
Ｒｅｄ ｙｅｌｌｏｗ ｂｌａｃｋ ＆ ｗｈｉｔｅ Ｓｔａｎｄ ｕｐ Ｓｉｔ ｄｏｗｎ Ｔｕｒｎ ａｒｏｕｎｄ

Ｓｃａｆｆｏｌｄｉｎｇ Ｃｈａｎｇｅ ａｃｔｉｏｎｓ

Ｃｈａｎｇｅ ｃｏｌｏｒｓ

Ｓｉｎｇ ｔｈｅ ｓｏｎｇ ｗｈｉｌｅ ｌｏｏｋｉｎｇ ａｔ ｔｈｅ ｐｉｃｔｕｒｅ

Ｓｈｏｗ ｔｈｅ ｓｏｎｇ ｉｎ ｐｉｃｔｕｒｅ

Ｌｅａｒｎ ｔｈｅ ｓｏｎｇ

２ 小学校の先生方であることを強く意識？
（１）
☆ 理解できないときには？

Ｓｏｒｒｙ，Ｉｄｏｎ’ｔ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄ

☆ 聞き取れないときには？
Ｐｌｅａｓｅ，ｒｅｐｅａｔ
Ｏｎｃｅ ａｇａｉｎ，ｐｌｅａｓｅ
Ｉ ｂｅｇ ｙｏｕｒ ｐａｒｄｏｎ

Ｍｏｒｅ ｓｌｏｗｌｙ，ｐｌｅａｓｅ

☆ 助けが必要なときには？
Ｃｏｕｌｄ ｙｏｕ ｈｅｌｐ ｍｅ，ｐｌｅａｓｅ？
Ｐｌｅａｓｅ ｈｅｌｐ

（２） なぜ英語を学ぶのか？ ・・・ 英語そのものを身に付ける（Ｓｋｉｌｌ）要素重視？

・ Ｗｏｒｌｄ ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
・ Ｆｕｔｕｒｅ’ｓ ｊｏｂ
・ Ｇｏｏｄ ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｊｕｎｉｏｒ ｈｉｇｈ
・ Ｔｏ ｎｏｔ ｂｅ ａｆｒａｉｄ ｏｆ ｆｏｒｅｉｇｎｅｒｓ
・ Ｔｏ ｏｐｅｎ ｃｈｉｌｄｒｅｎ’ｓ ｍｉｎｄ
・ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇ
・ Ｔｏ ｉｎｃｒｅａｓｅ ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ｏｆ Ｊａｐａｎ
・ Ｔｏ ｈａｖｅ ｆｕｎ ｇｏｏｄ ｍｅｍｏｒｉｅｓ
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３ ＭｕｌｔｉＩｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅｓ

アクティビティー等を構成するときの要素

The use of listening,reading,writing and speaking in order to� Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃ ：
communicate information

� Ｖｉｓｕａｌ－Ｓｐａｔｉａｌ
The use of images and other visual signifiers to communicate：
information

� Ｌｏｇｉｃａｌ－Ｍａｔｈｅｍａｔｅｃａｌ
The use of equqtion,sequences or patterns to communicate information：

Learning through movement or by doing� Ｂｏｄｉｌｙ－Ｋｉｎｅｓｔｈｅｔｉｃ：
Learning by creating or listening to music and rhythm� Ｍｕｓｉｃａｌ ：

Learning through individual tasks, introspection and reflection� Ｉｎｔｒａｐｅｒｓｏｎａｌ：
Learning through interaction with others� Ｉｎｔｅｒｐｅｒｓｏｎａｌ：
Learning through hearing� Ａｕｄｉｔｏｒｙ ：

※一つ一つの要素を理解することは、ＩＮＰＵＴやＩＮＴＡＫＥの段階を構成する際に大切であ
る。初期の講座では、「８ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅｓ」という表現で表されていたものである。
�の「Ａｕｄｉｔｏｒｙ」は、初期の段階では「Ｎａｔｕｒａｌｉｓｔｉｃ」という表現になっていた。
Ｄｒ．Ｂｉｌａｓｈに確認したところ、「Ｎａｔｕｒａｌｉｓｔｉｃｉｓ ａｌｓｏ ａｎ ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ」という回答。
Ａｕｄｉｔｏｒｙの方が要素として上位にあるということか・・・・・。

４ Ｓｅｌｆ－ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ＆ Ｂｉｎｇｏ

定番！ 一見単純な自己紹介シートで
はあるが、そこには様々な要素

５ １ が含まれている。years ago year ago

時制（過去形・未来形）
複数
語順

１ ５ こういったところに気を配りながyear from now years from now
らプレゼンをしていく難しさがあ
る。
内容にばかり気をとられると語

順や時制が曖昧になる。

５ Ｈｏｍｅ－ｒｅａｄｉｎｇ Ｐｒｏｇｒａｍ ＆ Ｒｅｔｅｌｌ

これは、２００２年受講時から脈々と続く内容である。
簡単な物語を読み、フォーマットのＲｅｔｅｌｌｓｈｅｅｔに書き込み準備を進めるというものであ
る。回数を進めると共に、練習時間を短くしたり、フォーマットを見ないでＲｅｔｅｌｌをするという
ものである。
これは、指導方法と言うよりも、英語にかかわる教師として英語力をブラッシュアップす

るためのものであると考えている。
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６ Ｐａｔｔｅｒｎ・・・・昨年度同様に
Ｂｒｏｗｎ ｂｅａｒ

Ｃｒｅａｔｅ ｔｈｅ ａｎｉｍａｌｉｎ ａ ｓｍａｌｌｇｒｏｕｐ

Ｒｅａｄ ＋ Ｐａｒｔｉｃｉｐａｔｅ ｔｈｅ ｒｅａｄｉｎｇ ｂｏｏｋ

Ｄｒａｗ ａ ｐｉｃｔｕｒｅ ｏｆ ａｎ ａｎｉｍａｌｉｎ ｏｎｅ ｃｏｌｏｒ

Ｐｒａｃｔｉｃｅ ｅａｃｈ

Ｑ＆Ａ （Ｗｈａｔ ｄｏ ｙｏｕ ｓｅｅ？ Ｉｓｅｅ ａ ）

Ｃｏｌｏｒｓ

Ａｎｉｍａｌｓ

Ｒｅａｄ ｔｈｅ ｂｏｏｋ（Ｓｅｅ ＆ Ｌｉｓｔｅｎ）

７ Ｒｅｖｉｅｗ Ｑｕｅｓｔｉｏｎ 登場
・・・ どのように理解をしているかをこの時間を使って検証・・・チェックの役割

前日の内容を振り返ることができるので、参加者にとってもよい機会である

What are 5 porposes for teaching english in the elementary school?�
How did Dr.Bilash use "picture cues" to help you learn the chant and song yesterday?�
Did it help you? How?
Explain how to play biographical bingo�
What is scaffolding? give an example.�
Why is it important to have a in teaching?� Vison
How can students show their creativity in English class? Why is this important?�
Name 3 words that you learned yesterday�

（Ｄａｙ ２）

What is pattern or pedictable story? How can it be used for teaching English in the ELS?�
How did Dr.Bilash use ’Picture Cues’ to help you learn the self introduction yeaterday?�

（ ・・・ ）Did it help you? How? Answer Remember/Memorize/Safety mind/Order
Explain how to play an activity learned yesterday in class or in the gym?�
(昨日の講義でも行ったが、それ以外のものを要求される)
・・・・Ｋｅｙ Ｗｏｒｄ ・・・ Ｓｉｍｐｌｅ ａｎｄ
What does planning backward mean ?�
(Ｔｏ ｉｍａｇｅ／ｔｈｉｎｋ ａ ｇｏａｌｏｆ ｔｈｅ Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ ｔｈｅ ｔｅａｃｈｅｒ)
（Ｎｏｔ ｔｏ ｈａｖｅ ａ ｇｏａｌ， Ｔｅａｃｈｅｒｓ ｃａｎ’ｔ ｍａｋｅ ｓｃａｆｆｏｌｄｉｎｇ）
Pick three predictable stories that you read yeaterday-One for grade 4 students�
One for the grade 5 and One for the grade 6 Why did you choose them?
Name 3 words that you learned yesterday�

（Ｄａｙ ３）
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８ Ｐｌａｎｎｉｎｇ ｂａｃｋｗａｒｄ

今回の講座での最重要キーワードは「 」Ｖｉｓｉｏｎ
・・・ 簡潔に言うと「ＧＯＡＬ」をしっかりと見すえるということである

そのゴールにたどり着くために必要な考え方が「Ｓｃａｆｆｏｌｄｉｎｇ」であり

このＳｔｅｐの一つ一つが「ＳｍａｌｌＳｔｅｐ」になっていることが重要なのである

小学校英語の根本的な考えがここにあると言っても過言ではない！！！

９ Ｓｅｑｕｅｎｃｉｎｇ（連続する） ｓｔｏｒｉｅｓ

Ｓｈｏｗ ｔｈｅ ｐａｔｔｅｒｎ
＋ｗｏｒｄｓ

Ｒｅａｄ ｔｈｅ ｓｔｏｒｙ Ｍａｄｅ ／ｃｒｅａｔｅｄ ｃｒｅａｔｅｄ
ａ ｎｅｗ ｓｔｏｒｙ ａ ｎｅｗ ｓｔｏｒｙ
ｉｎ ａ ｇｒｏｕｐ ｉｎｄｉｖｕｄｕａｌ

１０ Ｓｅｌｆ－ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｕｓｉｎｇ ｐｉｃｔｕｒｅ ｃｕｅ
・・・ 昨年度と同様の内容

ただし今年度は、そこに至るまでにどのような言語材料をどのように配置していくの
かという 「Ｐｌａｎｎｉｎｇ ｂａｃｋｗａｒｄ」を意識した進め方であった

Ｗａｒｍ－ｕｐの段階でＡｎｉｍａｌｓ／Ｃｏｌｏｒｓ等を「Ｒｏｌｌ ｔｈｅ ｄｉｅ」で導入しておいて
から Ｓｅｌｆ－ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎに繋げていくあたりは見事？

挨拶→名前→出身地→好きな色→好きな食べ物→好きなスポーツ→すきな動物→挨拶

１１ Ｗａｒｍ－ｕｐは「Ｒｏｌｌｔｈｅ ｄｉｅ」と「Ｃｈａｒａｄｅｓ」

Ｒｏｌｌｔｈｅ ｄｉｅ・・・「Ｔｏｐｉｃ」の導入に有効
語彙を増やしていくという面においては楽しく進めることができる

Ｃｈａｒａｄｅｓ ・・・昨年も行っていたものであるが、Ｂｏｄｙ ｗｏｒｋという面でも
子どもたちのＩｍａｇｅｎａｔｉｏｎを育むという点からも有効
文型を知らず知らずのうちに意識させる点もよい

２日目は 「Ｒｏｌｌｔｈｅ ｄｉｅ」「Ｃｈａｒａｄｅｓ」の他に、「Ｐａｓｓ ｔｈｅ ｂａｌｌ」
・・・ボールを投げた相手に「Ｑｕｅｓｔｉｏｎ」、受けた人は「Ａｎｓｗｅｒと次の人へのＱｕｅｓｔｉｏｎ」
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１２ Ｒｅｆｌｅｃｔｉｏｎ Ｓｈｅｅｔ

Ａ４ Ｔｏｄａｙ Ｉ ｒｅａｌｌｙ ｌｉｋｅｄ Ｔｏｄａｙ Ｉ ｒｅａｌｌｙ ｄｉｄ ｎｏｔ ｌｉｋｅ

Ｓｏ ｆａｒ ｉｎ ｔｈｉｓ ｐｒｏｇｒａｍ Ｐｌｅａｓｅ ｃｌａｒｉｆｙ／ｅｘｐｌａｉｎ／ｈｅｌｐ
Ｉ ｈａｖｅ ｌｅａｒｎｅｄ ｍｅ ｗｉｔｈ

上記の４つの観点でこの文に続けて書いていく
上段については、必ずしもＬｅｃｔｕｒｅの内容だけにとどまらず、生活面や食事など何を書いても

良いことにはなっているが、やはり内容面で書くことが多いとと思われる。
Ｄｒ．Ｂｉｌａｓｈは、今回全てのシートにコメントを書いていた。驚きである！！

１３ Ｂ－ＳＬＩＭを実際の流れでやってみるとどうなるのか・・・・

Ｂｉｌａｓｈ博士のデモンストレーション授業を受けて、Ｉｎｐｕｔから幾つかのアクティビティに至るプ
ロセスを演習した。

〇 Ｇｏ ｔｏ・・・・ Ｐｏｉｎｔ ｔｏ・・・についても今回は「Ｓａｍｅ ｏｒｄｅｒ」で行い、ＩＮＰＵＴ的な取
り扱いであった・・・・・今回”Ｇｉｖｉｎｇ ｉｔ”（ＩＮＰＵＴ段階を表す表現）という表現が出てきた。
今後この部分がどう変わっていくのかが楽しみである。
〇 さらに、ＩＮＰＵＴも単に繰り返しているだけでは意味がないという指摘があった。様々なバ
リエーションのもとで（動作やチャンツ等を交えて・・）ＩＮＰＵＴを進めることがだいじであると
いうことである。

〇 ＩＮＰＵＴをしすぎているのではないか？という思いに駆られた。ＩＮＰＵＴが充実しなければ
ＩＮＴＡＫＥが成立しないということで、かなりの時間を割いてきたがそこまでかける必要はな
いとのニュアンス。これも今後に向けて楽しみである。

これまでにないアクティビティは
「Ｇｕｅｓｓｉｎｇ ｇａｍｅ」
「Ｈｅａｄ ｇａｍｅ」
いずれも Ｗｈａｔ’ｓ ｍｉｓｓｉｎｇ？や松香フォニックスのアクティビティですでに紹介済みのも

のであることから、さほどの新鮮さは感じなかった。

今回の言語材料は「Ｗｅａｔｈｅｒ」
ただし単語ではなく、「Ｉｔ ｉｓ 〇〇〇」


